














































































































































































































































































第 1回 4月14日(金4) rエホバの証人剣道実技拒否事件J紹介
「憲法J開舗にあたって
第 2回 4月21日(金4) 第1章一憲法と立憲主義(全)
第 3回 4月28日(金4) 第2章一日本憲法史(全)
(5月5日は休日のため休講)
第 4回 5月12日(金4) 第3章一国民主権の原理(前半)
第 5回 5月19日(金4) 第3章一国民主権の原理(後半)
第 6回 5月26日(金4) 第4章一平和主義の原理(全)
第 7回 6月 2日(金4) 第5章一基本的人権の原理(前半)
第 8回 6月 9日(金4) 第5章一基本的人権の原理(後半)





第12回 7月 7日(金4) 第8章一精神的自由権(1) (前半)























































災]から免かれ， (12) [①繁栄，②幸福，③平和，④静粛，⑤静寂]のうちに(13)[① 
生活，②存続，③生存，@成長，⑤繁栄]する権利を有することを確認する。)(天
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学生番号 成締 表 裏 学生番号 成制 表 裏 学生番号
0031・ 98 78 20 0031・ 81 64 17 0031・
0031・ 48 48 。0031・ 89 74 15 0031・
0031・ 57 54 3 0031・ 92 72 20 0031・
0031・ 72 66 6 0031・ 95 78 17 0031傘.
0031・ 92 78 14 0031・ 82 68 14 0031・
0031・ 67 64 3 0031・ 98 78 20 0031・
0031・ 88 76 12 0031・ 77 68 9 0031.・
0031・ 70 64 6 0031・ 59 56 3 0031.. • 
0031・ 78 72 6 0031・ 76 70 6 0031・
0031・ 69 66 3 0031・ 77 68 9 0031傘.
2000・・・.. 
成翻 表 裏
100 80 20 
94 78 16 
81 72 9 
84 72 12 
72 66 6 
63 60 3 
88 76 12 
85 76 9 
90 78 12 












































受験資格者数 418 418 
受験者数 401 375 
90点以上の者 108 5 
80点以上の者 277 76 
平均点 81.91 68.13 
欠席者 17 43 

























の私大法律学科等のランク別分布をみると，ランク 65以上は2つ， 60~64 は 7




年の 7月・ 11月実施の河合勤系記述式模試でとった偏差値の平均は 51.5であ
る一方，上の北潟学園大をはじめとする 6大学法学部の数字はそれぞれ， 50.3， 










3) 小テストの年間回数を徐々に増やし，現行のように 5回としたのは 1995年度
以来である。
4) 東北学院大学は，学部にあっては，文学・経済学・法学・工学・教養学の5学
部，全11学科を，また大学院にあっては，すべてについて後期課程までの，文
学・経済学・法学・工学・人間情報学の5研究科，全 10専攻を置き，大学院生
を含むその全学生数は 13，436人 (2000年5月1日現在)である。
5) 憲法学の専門家である若い同僚の西村枝美氏とは，r憲法一部Jの講義内容を本
文記載のとおりとしたうえで， r憲法一部Jへの名称変更と同時に創設された新
科目 f憲法二部J(2年生配当・4単位科目)については，すでにひととおり憲
法の勉強をした学生を対象にした特色のある講義を行うということで合意し
ている。
6) これらの教材には，受講者全体の学力を考えるといささか難しすぎるものもあ
る。しかし，多数の学生が公務員志望で現に多数が公務員となっていること
(2000年3月の法学部卒業生で公務に就任したのは国公立の学校教員を除いて
44名である)，いったん購入された教材は一般に卒業まで使われることなどを
考慮して，本文に世いた教材を教科書，参考書等として指定している。なお，東
北学院大学生活協同組合の報告によれば，この4月に特設会場で販売された実
数は，上記の教科書407柵，判例集380冊，小六法と小辞典はいずれも 400冊
である。
7) 再履修者にも受験を認めた場合，教室の席数から実施が困難になりそうになっ
た昨年度からこのような扱いとしている。条件が許せば，再検討すべき事柄で
あろう。
8) 法学の勉強を希望しながら，理数系の受験科目が苦手で国公立大学に進学でき
61 
実定法講義受講者の習熟度向上のために
ない反面，親元を離れて首都圏の私大に進学できないといった事情から，自宅
から通学可能な筆者の本務校に入学する高い学力の学生(多くは女子学生)が
いる一方，基礎学力の不十分な学生も相当数に及んでいる。
9) 本年度の場合受験資格者は418人で，受験者は第1回が401人，第2回が375
人である。第2回は，重要な課外活動行事(北海学園大学との，広範な種目に
わたるスポーツの定期戦)と日程がぶつかったという事情がある。
10) 詳しく述べれば次のとおりである。学生番号のーの位の数はOから 9まで10
とおりあるので，それを小テストの回ごとに組み合わせをかえながら，2租類の
数ごとに合計5つのグループに分け，その各グループごとに5つある問題パ
ターンのひとつずつを指定して解答させている。
11) 表計算ソフト，具体的にはエクセルを使い，全5回分の成績を集約するワーク
シートに受験資格者名を学生番号とともに配列しておき，このワークシートに
各回の各受験者の成績を，関数を使って呼び集めるようにしている。
12) 筆者の本務校では，大学院生をいわゆる「ティーチング・アシスタントjとし
て採用する規程(i東北学院大学ティーチング・アシスタントに関する規程J)等
がすでに整備されている。しかし，現在の定めのままでは，わたしの担当する
iM.法一部Jのような学部生向け普通講義に閲してはこの制度を利用すること
が難しいようである。
13) 現在は，作業内容を説明したうえで，ソフトウェアの再製作を引き受けてくれ
る専門家を探している途中である。今回のソストウェア製作費用については，
本務校の設置法人から特別研究経費の一部として補助が予定されている。
14) なお，小テストの内容としてすでに紹介したとおり，このテストでは， i日本国
?革法J，学生向け判例集，さらに教科書だけしか対象にできていない。しかし，
日本国懲法に限らない法令の探し方や読み方，判例紹介誌や公式判例集を活用
した必要な判例の探し方や判決文等全文の読み方，さらに，雑誌論文や関係資
料の探し方や読み方なども学ばせる必要がある。小テストでは手のとどかな
かったこうした目標の達成のために，わたしは，従来も試験的に出していた「課
題Jを，本年度から本格的に.i憲法一部j受税者を対象に年間5回の予定で出
すことにした。こうした「課題Jについてであれば，教材の共同化などの必要
の程度も低く.i小テスト」と比べて他大学の同業の方々との共同開発も，より
易しいのではないかと想像している。「課題」についても語りたいことは多い
が，その詳細はあらためて別に報告をしたい。
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